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去
る
大
正
九
年
九
月
．
に
万
丈
同
好
會
が
創
立
ぜ
ら

れ
、
同
年
十
月
岡
山
支
部
が
置
か
れ
、
不
肯
同
幹
事
囑

玉
壷
ゼ
ら
れ
て
居
ろ
の
で
、
星
覗
き
の
お
友
達
．
が
所

々
に
出
來
、
知
ら
ぬ
人
々
か
ち
御
手
紙
為
頂
戴
す
る

所
謂
見
ぬ
友
蹄
手
紙
の
友
が
右
下
は
無
論
、
他
府
縣

に
も
数
多
く
、
又
諸
種
の
會
合
の
席
に
招
か
れ
、
そ

の
席
未
為
汚
す
光
榮
為
有
し
、
．
時
々
天
丈
r
關
す
る

講
演
万
試
み
る
こ
芝
が
あ
る
の
で
、
會
揚
で
彼
我
知

識
の
交
換
な
し
て
有
難
い
の
で
あ
る
が
、
問
に
ば
突

飛
な
質
問
加
受
け
る
こ
ε
が
あ
ろ
。
そ
れ
ば
相
當
の

地
位
の
人
や
、
學
識
の
あ
る
方
々
で
あ
っ
て
申
す
も

失
禮
の
至
り
で
に
あ
ろ
が
、
．
小
生
の
如
き
素
入
で
す

ら
意
外
に
感
ず
ろ
こ
ざ
多
く
、
我
が
國
民
が
如
何
に

天
丈
學
上
の
知
識
に
乏
し
い
か
為
知
る
こ
亡
が
出
來

ろ
の
で
、
今
こ
、
に
五
、
六
の
實
例
を
製
げ
て
、
そ

の
一
．
引
引
示
し
索
．
い
ぜ
思
ふ
の
で
あ
る
。

｛、

V
の
肌
蔦
に
水
が
あ
ろ
か
。
．

　
川
ぜ
い
ふ
か
ら
、
水
為
聯
想
す
る
の
1
1
よ
い
が
、

天
の
川
に
何
物
で
あ
み
か
存
知
ら
な
い
か
ら
こ
の
質

問
が
価
ろ
の
で
、
天
の
川
の
正
禮
1
1
何
物
で
あ
ろ
か
、

　
古
來
疑
問
ぜ
さ
れ
て
居
六
の
で
．
あ
る
が
、
今
か
ら

三
百
欝
年
前
墓
遠
鏡
が
獲
明
ぜ
ら
れ
、
一
夜
ガ
ザ
ソ

ナ
が
墓
遠
鏡
海
藻
の
川
に
向
け
て
見
．
る
芒
、
．
驚
く
勿

れ
一
つ
一
の
星
の
集
り
．
な
ら
ん
建
に
、
ご
れ
に
因
．

つ
て
天
の
川
は
星
の
集
團
な
ろ
こ
ミ
が
、
器
械
の
力

に
よ
っ
て
初
め
て
解
決
さ
れ
、
千
古
の
疑
問
も
一
朝

に
し
て
氷
解
し
．
六
の
で
あ
ろ
。

　
抑
々
天
の
川
ば
天
理
．
一
拳
し
て
居
て
、
そ
の
附
近

に
に
殊
に
大
小
の
星
が
多
く
、
天
の
川
な
去
る
に
．
從

っ
て
次
第
に
星
か
少
く
な
る
の
で
、
我
が
太
陽
系
ほ

略
言
銀
河
系
宇
宙
の
中
心
に
あ
っ
て
、
長
さ
幅
よ
り

は
地
底
篤
厚
さ
の
薄
緑
銀
河
系
の
中
心
か
ら
見
る
の

で
、
佳
き
厚
さ
の
方
向
に
客
星
少
く
、
長
さ
ε
幅
定

に
當
る
方
向
に
に
星
多
く
、
天
の
川
ぜ
な
っ
て
見
え

る
の
で
あ
ろ
。
ジ
ー
サ
グ
ル
氏
匡
全
天
写
実
銀
河
の

北
極
（
乙
女
星
座
）
だ
中
心
亡
し
、
二
十
度
毎
の
牛
径

な
有
す
る
圓
に
ポ
つ
て
九
つ
に
分
ち
、
第
五
の
部
分

に
銀
河
の
中
央
部
に
…
冨
り
、
第
六
か
ら
第
九
迄
ほ
そ

の
南
方
に
位
す
る
の
で
左
衷
の
如
毫
結
果
を
得
糞
の

で．

?
?
摶
ﾊ
積
ば
仁
方
度
に
．
て
徳
満
る
数
で
、
此
．
の

星
表
匡
赤
緯
南
二
十
四
度
に
至
る
迄
で
、
全
天
為
含

ま
．
ざ
ろ
こ
言
。
黒
帯
に
第
九
等
星
迄
、
密
度
ば
星
数

厚
面
．
積
で
除
ぜ
る
商
た
表
は
し
、
修
正
密
度
に
、
恒

星
衷
の
光
度
に
破
格
の
も
の
が
あ
る
か
ら
こ
れ
々
一

定
の
．
標
準
に
直
し
六
も
の
で
あ
ろ
O

九A士六五四三ニー
三
塁

卒
方
三

一冒

?
i
、
七

曽＝

メ
A
九

賦
三
目
、
六

四
山
九
犬

圃
眠
兄
、
戯

三
九
七
一
、
混

晃
醤
、
幽

一
壷
O
、
穴

異
ヘ
ニ

．
星
　
勘
〃
密
　
度
　
修
正
密
度

零
露

δ
X
誠

晃
果
（

爵
愛
器

調
髪
ね
．

一ご

数
ｪ
O

ご
究
O

歪
謹

宍
囲

三
δ
六

思
、
軽

口
、
八
O

蹴
、
茜

三
b
三
六

耗
九
四

宗
究

三
、
昊

三
池
導

ご
、
穴

旦
δ
三

系
醤

曇
孟

へ
毛

穴
δ
七

六
、
玄

曇
ご

二
面

　
ご
、
．
七
夕
星
に
何
呼
出
愈
ふ
か
O

　
某
佼
庭
で
三
風
輪
遠
鏡
据
付
け
天
跨
観
測
秘
行
っ

て
居
着
ε
き
、
某
中
等
峯
校
長
に
薦
面
目
に
少
盤
で
、

水
野
さ
ん
七
夕
星
訓
導
蹴
出
合
ひ
ま
マ
か
ビ
同
に

れ
♪
余
は
口
為
あ
ん
ぐ
・
り
吃
驚
し
て
物
が
い
へ
な
か

つ
，
た
〇
七
夕
の
傳
三
原
誠
定
信
じ
て
、
眞
創
の
質
問

で
あ
っ
．
ぬ
の
だ
。
多
く
の
人
の
斥
に
に
某
校
長
ミ
同

様
の
考
へ
潜
以
っ
て
居
ら
れ
る
人
が
、
そ
の
後
少
、

な
く
な
い
事
々
知
っ
て
、
い
よ
ぐ
本
邦
人
に
天
文

常
識
の
鋏
乏
ゼ
る
大
な
る
も
の
あ
る
事
為
知
づ
索
ど
．

同
暗
に
、
七
夕
の
夫
婦
星
ピ
ロ
に
し
な
が
ら
、
實
際

天
な
仰
い
で
こ
れ
が
牽
牛
星
で
、
何
れ
が
織
女
星
で

あ
る
か
准
指
黙
し
得
る
人
の
少
い
の
仁
驚
い
て
し
ま

つ
六
〇

　
抑
々
恒
星
に
各
自
固
有
蓮
動
ね
有
．
つ
て
牽
牛
星

（
鷲
座
㏄
星
1
ー
ア
ル
タ
ィ
ル
）
ば
洋
語
二
手
三
鞭
織

女
星
（
琴
座
α
星
1
1
．
ヴ
エ
ガ
）
に
秒
遽
皿
四
・
三
粁
、
な

ん
7
も
、
そ
の
距
離
鵡
導
者
拡
十
ご
一
光
年
山
ハ
分
」
後
者
に

二
十
光
年
四
分
の
遠
距
離
に
あ
ろ
か
ら
、
数
ヂ
年
間

に
に
飴
ん
ざ
動
か
ざ
る
様
に
思
は
れ
る
の
て
あ
ろ
。
．

最
も
織
女
星
に
数
慮
年
前
に
に
、
天
の
州
東
に
涛
づ

索
が
、
固
有
層
動
の
結
果
、
今
佃
は
西
に
あ
る
の
で

あ
る
が
、
、
．
あ
雨
星
の
距
離
に
約
十
三
光
年
も
あ
．
る

の
で
、

　
　
　
一
年
∴
度
會
ふ
ご
い
ふ
の
に
傳
説
で
、
實
際

に
に
無
論
な
い
事
で
に
あ
ろ
が
、
前
翻
の
如
き
入
が

多
い
亡
に
さ
て
も
く
〇

三
、
鶴
の
渡
せ
ろ
橋
に
何
庭
に
？

　
天
の
川
に
水
が
流
れ
て
居
ま
す
か
ぜ
い
ふ
人
が
あ

る
位
で
あ
ろ
か
ら
、
そ
れ
に
橋
が
架
ぜ
ら
れ
て
居
る

で
あ
ら
う
考
へ
る
の
に
無
理
か
ち
ぬ
事
で
小
倉
百
人

一
首
に
も

　
　
鵠
．
の
渡
ぜ
る
橋
に
お
く
霜
の

　
　
　
　
白
黛
た
見
れ
．
ば
夜
ぞ
更
け
に
け
ろ

ピ
あ
ろ
の
で
織
女
が
上
流
の
月
な
、
南
方
天
の
川
の
．

上
方
に
眺
め
、
し
の
び
や
か
に
北
に
遠
ま
ロ
リ
な
し
．

（
一
．
二
）



stT

一
て
所
謂
鵠
の
渡
ぜ
ろ
橋
”
天
津
九
星
（
白
輪
座
の
7
，

a
曙
比
γ
脂
肌
ぐ
も
星
）
潜
し
づ
一
、
定
渡
り
、

年
に
一
度
の
逢
瀬
か
樂
む
ミ
に
詩
的
で
に
な
い
か
、
ハ

ア
…
…
・
〇

　
四
、
恒
星
の
轟
き
艮
～

　
多
く
の
人
々
は
星
の
中
で
最
大
な
る
も
の
笹
、
太

陽
で
あ
る
オ
信
じ
て
居
る
人
が
澤
山
あ
ろ
檬
君
、
太

陽
に
太
陽
系
中
で
は
纏
本
家
で
地
球
の
百
三
十
萬

倍
、
月
の
六
千
五
百
萬
倍
、
木
星
の
一
千
倍
以
上
心
む

ウ
て
如
何
に
起
大
な
る
も
の
で
踏
む
う
が
、
宇
宙
に

慶
大
な
る
あ
の
で
、
其
の
星
図
十
億
、
乃
至
二
十
億
、

巾
に
に
、
無
論
太
陽
位
の
も
の
が
多
い
が
、
又
小
な

る
あ
の
も
あ
れ
ば
大
な
る
も
の
も
あ
ろ
。
今
日
迄
其

の
大
ざ
の
知
ら
れ
て
居
る
恒
星
の
数
ぼ
数
千
し
か
な

．
い
が
、
シ
サ
．
ウ
ス
や
プ
慣
キ
ナ
ン
の
轟
音
に
太
陽
ミ

略
同
様
、
ア
雷
ク
ト
ウ
ル
ス
に
そ
の
直
径
太
陽
の
こ

十
倍
、
ア
ン
タ
ソ
ス
に
至
っ
て
に
．
凶
百
七
十
倍
、
今

ア
ン
タ
ソ
ス
か
地
球
に
例
へ
れ
な
ら
ば
太
陽
に
直
径

三
十
八
粁
位
、
地
球
に
霞
裡
三
密
星
位
の
球
定
な
る

の
で
あ
る
Q

　
五
、
恒
星
迄
の
距
離
は
？

　
恒
星
迄
の
距
離
に
何
程
か
、
肉
眼
で
見
る
ε
こ
ろ

の
星
は
総
て
同
一
箆
離
に
あ
ろ
様
だ
が
ヂ
ツ
ト
よ
く

見
る
ぜ
近
黛
星
あ
り
蓮
毎
、
星
あ
り
種
々
の
様
だ
2

騰
恒
星
迄
の
距
離
の
知
ら
れ
カ
の
は
今
か
ら
僅
々
八

十
錯
程
前
だ
。
そ
の
時
代
迄
に
宇
宙
に
聾
す
ゐ
大
問

題
次
第
に
剣
明
し
て
來
乗
の
で
あ
ろ
。
ト
レ
ミ
ー
の

天
動
観
ほ
コ
瓦
ツ
ニ
ク
ス
に
ま
っ
て
覆
さ
れ
て
地
動

説
こ
な
り
。
遊
星
の
軌
道
は
圓
で
な
く
楕
圓
な
る
事

に
テ
ヒ
ヨ
の
｝
弟
子
ケ
プ
ソ
ツ
に
よ
っ
て
謹
明
ゼ
ち
れ
■

染
が
、
恒
星
迄
の
距
離
何
億
粁
な
る
か
に
未
決
の
問

題
あ
っ
カ
。
喜
望
…
二
天
丈
藁
の
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
に
三

号
の
著
し
添
星
ほ
屹
度
近
一
の
星
で
あ
ら
う
こ
い
ふ

の
で
ケ
ン
3
ウ
ル
ス
座
の
星
為
砺
激
し
㍉
露
西
亜
の

ス
ト
μ
一
べ
も
同
檬
の
考
へ
か
弧
ヴ
ヱ
が
私
研
究
し

六
の
．
で
あ
る
が
、
濁
逸
の
．
ベ
ッ
セ
ル
ば
固
有
挙
動
の

大
な
う
も
の
に
近
距
離
で
、
粗
な
る
も
の
は
遠
距
離

に
あ
ろ
の
で
あ
ら
う
建
炉
ふ
貼
か
．
ち
、
虐
魚
座
飢
星

な
研
究
し
、
三
人
殆
ん
ご
同
時
に
．
左
の
通
り
恒
星
迄

の
距
離
な
別
々
に
護
表
し
た
の
で
あ
る
。

人
．
名
　
年

ベ
ン
ダ
耳

ソ
ン

ス
ト
ル
ー

べ
ベ
ッ
セ
ル

代
一
へ
蝸
三

λ
髭

天
冒
吐

露ζ星

影名
　ル捌測

定
覗
差

琴
座
α
星

白
鳥
座
6
1
星

一
・
8

O
、
美

O
、
垂

同
．
最
近

の
値
秒

O
・
実
秒

？
晃

？
冒
δ

そ
れ
か
あ
、
段
々
恒
星
迄
の
距
離
が
知
ら
れ
て
ば
來

療
が
㌦
祠
差
O
．
∩
）
一
H
三
百
二
十
山
ハ
光
年
H
以
上

の
距
離
に
あ
る
も
の
ば
今
日
で
は
未
だ
測
定
す
ろ
こ

ぜ
が
欝
來
な
い
．
の
で
あ
ス
。

　
六
㍉
絡
て
の
星
倭
東
に
現
に
れ
、
西
に
没
す
る
も

の
で
あ
ろ
定
信
す
お
人
が
多
い
。

・
天
動
説
が
破
ら
れ
、
地
動
観
に
確
定
し
た
の
に
、

コ
ペ
ル
ニ
〃
ス
野
鴨
四
百
年
た
経
過
t
て
居
る
が
、

凡
人
揃
ひ
の
こ
の
世
界
、
H
週
蓮
動
口
地
球
自
轄
の

事
に
は
奥
付
か
す
、
恰
も
乗
れ
る
汽
車
が
走
り
つ
、

あ
ろ
の
に
拘
ら
ず
、
山
川
草
本
が
走
り
ヴ
、
あ
乃
檬

に
感
ず
る
如
～
、
釜
天
の
星
が
一
議
鴛
東
に
現
に
れ
、

漸
次
西
に
移
サ
、
遽
仁
西
の
地
築
線
下
に
澱
で
ろ
も

の
ぜ
‘
5
得
で
、
所
謂
日
日
は
東
天
に
出
で
、
爾
中
し

西
天
に
没
す
O
総
て
の
星
も
同
様
芒
考
へ
て
居
る
人

が
多
一
一
、
で
あ
る
．
の
に
驚
く
の
で
あ
み
。
こ
れ
い
ふ
迄

も
な
く
地
球
が
西
か
ら
東
に
自
醸
す
ろ
結
果
、
星
π

（
二
二
）

凍
に
現
に
れ
西
に
波
薄
ろ
如
く
見
え
る
の
で
こ
れ
た

槻
言
動
又
ぱ
日
戸
運
動
ぜ
い
ふ
の
で
あ
る
。

、
七
、
天
に
見
ゆ
る
星
は
太
陽
系
に
属
す
る
遊
星

で
、
恒
星
ほ
望
遠
鏡
に
あ
ら
ざ
れ
ば
見
る
ニ
ビ
能
は

ざ
ろ
や
。
ミ
の
質
問
准
襲
し
力
某
實
業
家
が
あ
っ
れ
。

こ
れ
に
随
分
思
ひ
切
つ
六
書
ひ
で
は
な
い
か
、
遊
星

の
数
は
何
程
あ
ろ
の
で
あ
ら
う
か
、
八
大
遊
星
中
肉

腺
で
見
る
の
ば
助
辛
々
除
き
、
．
中
火
土
金
水
ρ
五
星

丈
け
で
ぼ
鋭
い
か
。
そ
の
中
水
星
は
太
陽
に
隠
り
近

い
爲
め
仁
肉
眼
で
に
殆
ん
ご
見
え
な
い
定
い
っ
て
も

．
よ
い
の
で
あ
る
。
天
王
星
ぽ
時
ぜ
し
て
に
肉
眼
で
見

え
る
も
海
王
星
ミ
同
様
望
蓮
鏡
の
方
が
よ
い
。
小
遊

星
約
一
千
中
に
ば
時
を
肉
眼
で
見
え
ろ
ユ
ロ
ス
、
ダ

エ
ス
タ
の
如
き
者
も
あ
れ
ご
、
墓
遠
鏡
的
の
星
で
あ

る
。
さ
す
れ
ば
肉
眼
で
見
え
右
遊
星
に
木
火
土
金
の

四
半
の
み
で
に
な
い
か
ρ
そ
れ
も
一
時
に
見
え
る
こ

ミ
少
ぺ
、
そ
の
中
の
一
つ
或
に
ご
つ
、
時
蜜
．
し
て
に

三
つ
。
凶
遇
え
る
時
μ
時
々
し
か
な
い
、
衛
星
串

肉
眼
で
見
え
ろ
も
の
は
一
1
無
論
月
に
あ
ろ
が
他
の

衛
星
中
木
星
の
衛
星
か
肉
眼
で
見
穴
ε
い
ぶ
人
毛
あ

る
が
、
蒋
別
の
脹
の
持
主
で
画
く
て
匡
見
お
、
ミ
が

出
來
な
い
、
し
て
見
れ
ば
空
に
輝
く
星
に
九
分
九
厘

野
毛
迄
は
恒
星
で
あ
る
の
で
あ
る
。

　
入
、
遊
星
々
一
名
惑
星
ビ
い
ふ
も
の
に
何
故
か
。
．

　
こ
の
質
問
に
偵
値
あ
ろ
も
の
で
あ
る
。
恒
星
に
．
お

互
の
位
置
關
係
が
殆
ん
ざ
褒
化
し
な
．
い
か
㍉
こ
の

星
に
警
し
位
置
為
愛
更
す
る
星
が
み
る
、
、
帥
ぢ
恒
星

に
比
し
蓮
動
の
葬
常
に
活
濃
な
ろ
も
の
、
最
も
距
犠

が
近
い
の
が
取
大
原
．
因
で
に
あ
ろ
か
、
恒
星
の
門
准

西
か
ら
東
に
縫
ふ
て
行
く
星
が
あ
る
こ
れ
が
即
ち

遊
星
又
行
星
ε
も
い
ひ
、
西
か
ら
東
に
行
く
の
尋
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一
血
行
定
い
ひ
、
・
κ
、
の
反
謝
．
に
東
か
ら
円
に
行
く
の
為

轍
…
行
ぜ
い
密
の
で
あ
乃
。
縫
て
乱
訴
μ
西
か
ら
束
に

難
み
つ
」
あ
る
が
、
暗
ご
し
て
東
か
ら
西
に
進
み
再

び
東
に
蓮
む
博
が
あ
ろ
の
で
、
惑
星
な
ろ
名
構
が
支

那
人
に
よ
つ
で
付
け
ら
れ
衷
の
で
あ
る
。
こ
の
蓮
行

は
久
し
き
間
、
．
疑
問
ε
さ
れ
て
居
六
の
で
あ
る
が
、

地
球
も
他
の
遊
星
も
、
太
陽
の
周
到
た
同
劃
し
て
居

る
の
で
、
地
球
か
ら
見
て
西
か
ら
東
に
行
っ
て
居
れ

も
の
が
東
か
ら
西
に
行
く
檬
に
見
え
る
の
で
、
丁
度
「

蓮
動
場
で
二
四
が
同
じ
黙
為
中
心
亡
し
矢
内
側
定
器

側
定
で
競
争
断
る
時
仁
内
側
の
人
が
外
側
の
人
准
追

ひ
越
す
ぜ
巨
霊
の
人
が
後
方
に
見
え
る
け
れ
．
ε
高
塚

の
人
に
後
退
し
大
の
で
は
な
ぐ
再
び
外
側
の
入
が
内

・
側
の
人
の
前
に
禺
九
な
ら
ば
本
に
昂
へ
る
の
で
に
な

い
か
、
こ
れ
ミ
同
理
由
で
順
行
、
勉
行
為
生
じ
、
叉

遊
星
が
地
球
の
遙
行
方
向
ぜ
同
一
線
に
あ
．
っ
て
進
む

ε
き
に
動
か
ぬ
様
に
見
え
ろ
の
で
馬
・
そ
の
時
為
留
恐

い
ふ
の
て
あ
る
〇

九
、
火
星
に
に
人
が
住
ん
で
居
う
か
。

　
火
星
か
ら
通
信
し
て
居
る
ビ
い
ふ
の
に
、
マ
ル
ロ

ニ
片
押
鮭
の
船
舶
の
み
が
護
表
す
る
の
で
、
同
融
無

線
電
信
の
一
種
の
野
臥
で
あ
る
ρ
何
時
で
も
火
星
か

ち
の
樋
信
な
受
信
し
た
ご
い
ふ
の
に
マ
ル
コ
ニ
ー
會

赴
の
船
舶
で
、
他
の
會
吐
の
船
舶
で
茸
な
い
。
同
檬

に
無
線
電
信
の
備
付
リ
カ
し
て
あ
ろ
．
な
ら
ば
、
こ

の
鵜
舶
で
も
、
電
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
に
マ
ル
コ
ニ

ー
會
肚
の
船
舶
に
限
サ
、
他
グ
會
肚
の
船
舶
が
嘗
て

受
信
し
れ
事
の
な
い
の
で
マ
ル
コ
ニ
ー
無
竃
り
一
種

の
廣
告
で
あ
る
ぜ
、
黒
門
の
天
丈
學
者
仲
間
か
ら
冷

か
さ
れ
て
居
ろ
。

　
又
火
星
に
に
高
等
人
類
が
佳
ん
で
居
る
、
火
星
ほ

地
球
よ
弓
弍
進
歩
し
て
居
＾
星
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ

に
住
ん
で
居
る
人
類
に
超
人
で
あ
ろ
ぜ
い
に
れ
、
大

蓮
河
が
あ
る
等
ぜ
い
．
は
れ
て
居
る
が
翌
翌
こ
う
か
オ

ら
な
い
。
某
博
士
は
人
類
の
蟄
居
ぜ
る
に
全
宇
宙
間

に
我
が
馳
球
の
み
で
あ
る
．
ミ
い
ば
れ
れ
が
、
科
話
者

の
並
置
か
ら
い
べ
惜
地
際
に
人
が
居
る
の
為
見
な

け
れ
ば
人
が
佳
託
し
て
居
る
ぜ
に
い
へ
な
い
。
如
何

な
ろ
墓
蓮
鏡
で
、
我
が
地
球
に
最
も
近
音
天
禮
『
月

の
蓑
衝
に
人
間
大
の
も
の
が
あ
6
ピ
し
て
も
之
れ
に

五
千
主
位
の
重
圏
鏡
で
に
亡
て
も
見
え
な
い
。
況
し

て
そ
れ
よ
り
蓮
距
離
に
あ
る
火
星
上
に
あ
る
二
心
前

後
の
も
の
は
ご
う
し
て
も
見
ろ
・
ミ
に
斜
壁
な
い
か

ら
、
今
日
迄
の
人
の
智
慧
で
に
全
宇
宙
に
人
類
の
住

め
る
に
、
我
が
地
球
の
み
で
あ
る
霊
い
ふ
こ
定
が
純

粋
科
恵
｝
の
立
揚
か
ら
い
へ
ば
誠
で
、
あ
る
の
で
、
あ
る
O

併
し
何
十
光
年
、
何
百
光
年
の
遠
距
離
に
あ
る
星
で

も
如
何
な
る
原
子
か
ら
成
立
し
て
装
う
か
匡
ス
ペ
ク

ト
ル
に
因
っ
て
置
明
ぜ
ら
れ
、
太
陽
面
に
存
在
す
る

原
子
も
地
球
に
あ
る
原
子
も
、
大
差
が
な
い
、
ヘ
リ

ウ
ム
に
太
陽
に
あ
る
が
湿
球
に
ば
な
い
ミ
い
ふ
ご
ピ

で
あ
っ
索
が
近
來
は
地
球
上
に
も
産
す
る
こ
ピ
が
三

見
．
ゼ
ら
れ
、
コ
ロ
ニ
ウ
ム
日
蝕
皆
既
の
畦
現
に
れ
る

一
種
の
原
子
で
あ
っ
て
塊
球
上
に
は
未
乳
獲
見
さ
れ

な
、
レ
さ
う
で
あ
る
。
宇
宙
に
大
傘
宮
号
で
あ
ゆ
て
．
種

々
の
こ
亡
が
實
瞼
さ
れ
つ
」
あ
る
か
ら
、
こ
れ
た
う

ま
ぐ
利
用
し
て
人
・
類
の
爲
ぬ
に
働
．
か
煙
弾
ら
大
嚢

見
、
大
聚
明
が
出
來
ス
て
お
ら
う
。

十
、
月
の
蓮
動
ぜ
盈
彪
。

　
月
に
他
の
遊
星
ご
同
様
西
か
ぢ
東
に
蓮
行
し
て
居

る
が
、
東
山
に
出
て
西
山
に
没
す
る
．
様
．
」
見
え
る
の

．
で
、
實
際
重
力
ち
西
に
蓮
書
し
て
居
る
オ
思
っ
て
居

る
人
が
十
中
垣
馬
九
．
で
あ
る
。
月
蝕
の
時
注
意
し
て
見

目
な
ち
ば
直
ち
に
釘
明
す
る
の
で
あ
ム
。
月
蝕
ば
．
い

ふ
迄
も
な
く
、
地
球
の
陰
に
月
が
這
入
る
の
で
あ
ろ

か
ち
、
東
か
ら
西
に
進
ん
で
居
る
な
ぢ
ば
、
月
の
酉
か

ら
埋
け
始
め
る
筈
で
あ
る
が
、
實
際
注
意
し
て
見
る

．
定
書
か
ら
堰
け
次
第
に
そ
の
面
積
た
櫨
あ
て
行
く
の

は
西
か
ら
東
に
凄
ん
で
居
る
か
ら
で
あ
る
。
月
蝕
の

時
以
外
に
に
如
何
に
ε
い
に
れ
る
が
、
そ
れ
な
ら
毎

H
向
時
刻
の
月
の
位
置
例
へ
に
昨
日
の
午
後
九
時
ミ

今
日
の
午
後
九
時
、
明
日
の
午
後
九
時
ピ
い
ふ
様
に
、

月
の
位
置
な
比
較
し
て
見
穴
な
ら
ば
如
，
何
、
轡
に
三

日
月
ほ
西
天
に
、
上
弦
の
月
は
南
方
に
、
満
月
ば
東
天

に
あ
乃
で
に
な
い
か
、
毎
日
時
時
劾
に
次
第
に
泉
に

移
る
の
に
、
月
が
西
か
ら
東
に
遙
恥
し
て
居
る
か
ら

で
あ
る
。
月
に
回
る
桓
星
に
饗
し
て
に
二
十
七
日
三

二
工
鼻
輪
で
一
目
通
し
、
朔
か
ら
朔
叉
に
望
か
ら
塞

迄
に
地
球
も
月
も
蓮
動
し
て
居
る
拝
め
に
、
二
十
九

H
五
三
〇
五
八
入
な
憂
で
る
の
で
あ
左
。
支
那
で
二

十
八
宿
亡
い
ふ
の
に
、
月
の
位
置
た
一
酔
ひ
表
ば
す
爲

め
に
伶
ら
れ
六
星
宿
で
、
例
の
蘇
東
坂
赤
壁
の
賦
に

あ
．
る
、
日
に
斗
．
キ
の
問
准
彿
則
す
の
斗
に
．
北
斗
の
斗

で
、
牛
ぱ
牽
牛
．
の
牛
で
あ
ろ
ビ
説
く
の
1
1
大
な
る
誤

で
、
斗
に
、
国
章
（
射
手
座
に
あ
る
）
牛
ぼ
牛
宿
（
山
離

座
に
あ
ろ
）
た
指
し
れ
も
の
で
、
月
の
通
ろ
遣
た
白

遣
、
太
陽
の
通
ろ
溢
か
黄
道
電
い
ひ
、
そ
の
画
の
傾

・
き
方
の
差
ほ
五
、
六
度
あ
る
の
み
で
、
北
斗
（
大
熊
…

麿
）
や
牽
牛
（
鷲
座
、
の
方
に
月
の
見
え
ろ
事
に
無
論

な
い
の
で
あ
ろ
。

　
又
月
の
盈
騎
に
就
て
時
々
質
問
揺
受
け
る
．
が
、
之

ば
申
等
戸
戸
の
教
科
書
に
も
あ
る
し
一
般
の
人
は
百

も
二
百
も
承
知
で
あ
ろ
亡
思
っ
て
居
る
に
拘
ら
・
ず
、

相
當
の
地
位
あ
る
．
人
か
ら
時
々
憐
れ
．
ら
れ
る
質
問
で

あ
る
。
且
ば
暗
黙
で
牛
面
に
太
陽
に
照
ら
さ
れ
て
・
輝

き
、
他
り
急
雷
に
暗
浪
C
み
る
ゾ
（
」
．
六
頁
上
段
へ
）
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